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D AY 0　データドリブン文化のはじまり

では、何から始めましょうか？
教えてくれるのではないのですか？

 M 人から聞くだけで身に付けられることはほんのわずかです。
私との対話は、可能な限り君自身が考える時間を作りましょ
う。もちろん、考えるヒントはお渡しします。
まずは、君自身の考えを聞かせてください。会社からの指示と
はいえ、君にも何か考えていることがあるでしょう？

 A そうですね。データを使わない経営を続けた結果、業績が悪
くなってきたからだと思います。

 M それは、裏を返すと「データを使った経営ができれば業績が
上がる」ということでしょうか。

 A そうです。世の中の成功している企業の多くはデータを活用
していると聞いています。

 M では、なぜデータを活用する企業は成功するのですか？
 A それは、データを活用することにより、正しい意思決定がで
きるからではないでしょうか。

 M ふむ。まずは自分がデータドリブンを目指す理由について
じっくり考える必要がありそうですね。
「データドリブン文化をもたらす」というのは非常に安直に
使われがちな言葉ですが、周囲の人の心を動かし、行動基準
を変革するのは大変な仕事です。ここで、旗振り役である君
自身にあいまいな理解や決意があれば、それは言葉の揺らぎ
となって周りに伝わります。そうした言葉が人を動かすこと
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D AY 0　データドリブン文化のはじまり

 M まず、データとはそもそも何でしょうか？
 A そうですね……。スプレッドシートに入っている営業成績の
数字です。

 M ほかには？
 A え、ほかに……。あ、顧客リストもデータですよね。
 M ほかには？
 A うーん……。Webサイトのアクセス数なんかもデータでしょ
うか。そもそもそういう意味の質問ではないですか？　0と
1の集合体？　あなたの質問は抽象的すぎて難しいです。

 M どれも正解ですが、データドリブンの中核となる「データ」
の意味を考えてみましょう。
では質問を変えます。データというのはいつから存在してい
ると思いますか？

 A それはコンピューターができた時でしょう！
 M 違います。データははるか昔から存在しています。
たとえば、江戸時代にもデータは存在していました。当時は
木造家屋が多かったので、火災が多く発生していました。火
災が起こると、商いを営んでいた町人たちは、小判ではなく
燃えたら跡形もなくなってしまう帳簿を抱えて逃げたそうで
す。その帳簿には、取引の記録や顧客の情報が紙に手書きで
記載されていました。これも立派なデータですよね。
そう考えると、人間が文字を使って記録を残し始めたその瞬
間からデータは存在しているといえます。

 A なるほど。データはコンピューターと共に発生したものだと
思い込んでいました。

 M もちろん、コンピューターが生まれたことで手書きと紙の限

データの本質を考える
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D AY 2　ビジュアル分析

 M 何となく覚えて使い慣れてしまった言葉は、時に思考停止を
もたらします。私たちはその領域を超え、一つひとつ正しく
理解した言葉で会話できる姿を目指しましょう。
まずは、私たちが普段あまり意識しない「見やすい」という
ことの意味をあらためて考えていきましょう。ビジュアル化
されたものが見やすいのはいったいなぜかということです。
それを理解するためには、まず人の脳の記憶のしくみを理解
する必要があります。

 A 脳ですか。
 M はい。まずは次の 2つの図を一瞬だけ見て答えてください。
絵の中にある黒い円の数はいくつですか（制限時間 1秒）。

「見やすい」の本質を考える
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D AY 2　ビジュアル分析

 ■年を色相で表したもの

 ■年を彩度で表したもの

 M いずれも相性がよく、どちらで表示されていたとしても違和
感はないでしょう。

 A どちらも適切だなと思われる時、どのように選択すれば良い


